
平成２７年度 矢祭町立関岡小学校 学力向上グランドデザイン

学 校 教 育 目 標

目指す児童像

○自分も友達も大切にする子ども ○自分の考えを堂々と表現できる子ども ○体力づくりに目標を持って取り組む子ども

達 成 目 標

『学ぶ楽しさを味わいながら、進んで学ぶ子ども』
【単元確認テストでの目標（学年毎）】 【授業の評価】 【標準学力調査における数値目標】

○ 国語科・算数科 ９０点以上 ○学びの習慣を育てる事業 ○ 目標値と同程度以上の正答率の
児童の割合を90％以上とする。

○ 理 科・社会科 ９０点以上
【フォローアップシート等の活用】

【定着確認シートの確認】
○ 繰り返し問題に取り組ませる。

○ 定期的に実施・考察
○アンケートの実施（5月・12月・2月）

評価の視点 「確かな学力」の三つの要素 【学校教育法第３０条第２項】 評価の視点
○ 基礎的・基本的な知識・技能の習得 ○ 知識・技能を活用して課題を解決するために

□ 単元確認テスト DODODODO ○ 主体的に学習に取り組む態度 DODODODO 必要な思考力・判断力表現力等 DODODODO □ 発言

□ 全国学力・学習 授業の充実 （個に応じ，個を生かし，個を伸ばす指導の充実を目指して） □ ノート，学習感
状況調査 想，作文，自己評

価
□ 標準学力調査

□ 家庭学習の取組
□ 定着確認シート の状況
の活用

CHECK CHECKCHECK CHECKCHECK CHECKCHECK CHECK

授業周辺における手立て

学級づくり・学習集団づくり

児童理解（児童の実態・変容の把握），個をいかす，道徳の授業

○授業を見合う会の活用 ○授業の質的改善 ○授業研究会の参加 ○要請訪問の活用○授業を見合う会の活用 ○授業の質的改善 ○授業研究会の参加 ○要請訪問の活用○授業を見合う会の活用 ○授業の質的改善 ○授業研究会の参加 ○要請訪問の活用○授業を見合う会の活用 ○授業の質的改善 ○授業研究会の参加 ○要請訪問の活用

○道徳教育の推進

○特別活動の推進 たくましくかしこくやさしく

○体力の増進

○健康の増進

ACTION

読書活動の充実
◇ 読書の時間・読み聞かせの実施

・教職員・ボランティアによる読み聞かせ
◇ 本となかよしタイムの実施

・手のひらの会・もったいない図書館の支援
員の方々に協力していただき，ブックトー
クなどを実施

◇ こあらタイム
・図書室に全校生で集まり，読書の習慣化を
はかる。

家庭学習の充実
～生活振り返り・家庭学習の手引き活用～

◇ 家庭学習の習慣化
・（学年＋１）×１０分
・各学年，各自の発達段階に応じた内容
・個に応じた自主学習の習慣化

◇ 家庭学習の仕方の指導（家庭学習の手引き）
・個に応じた家庭学習の仕方の工夫
（音読，漢字，計算，日記，作文，自学等）
･学校で学習した内容をその日のうちに復習

こじか（スキルアップ）タイムの継続実施
◇ こじか（こつこつ，じっくり，確実に）

タイムの継続的な実施（8:00～8:10）
・月，火…漢字の学習
・水 …発展・応用学習，読み聞かせ
・木，金…算数の学習

※繰り返しドリル学習・プリント学習
※漢字・算数問題のスキルアップ学習
※発展的な問題にチャレンジ

PLAN PLAN

ACTION

☆ 個に応じた指導の工夫

・ 国・算・社・理及び一部教科につい
て単式指導。また，Ｔ・Ｔによる指
導の工夫

・ コース別学習，習熟度別学習の実施

☆ 学び方を教える授業づくり

・ 6 年間を通して児童を高める系統
的・計画的な学習指導

・ 児童が主体的に学べる「学び方」
の指導

☆ ねらいを達成できた時の具体
的な姿をイメージした授業づくり

・ 授業のねらいが見える毎時間の授
業構想の工夫

・ 単元全体を通じてねらう児童の姿
が見える単元構成の工夫

学力の実態と課題
□標準学力調査結果より

・国語科では学年によっ

て習熟の差が大きい。「特

に言葉のきまり」「漢字の

読み書き」「話すこと・聞

くこと」が苦手である。

授業の中で話し合う活動

を多く取り入れていく。

・算数科では，個人差も

大きいので，それぞれ個

に応じた指導を継続して

いく必要がある。特に個

人のレベルに合った課題

を与えたり，反復練習を

することが必要。授業で

は考える活動を取り入れ，

比較・検討していく。

学力の実態と課題
□ 授業から

・国語科では，目的に応

じて話したり，話し手の

意図を考えて聞いたりす

る力を伸ばすことが課題

である。自分の考えをも

たせ，分かりやすく話す

工夫をさせていく必要が

ある。

・算数科では，個の分析

を蓄積し，補充してきた。

友達と考えを交流して深

めていく学び合いに力を

入れている。指導と評価

の一体化をすすめ，個を

伸ばしていけるようにす

る。


